
 

 

 

 

報道機関 各位 

令和３年４月３０日 

 

国立大学法人 電気通信大学 

国立大学法人 東京大学 生産技術研究所 

 

電通大と東大の研究チームが東京都との共同事業を開始 

～IoT/SNSと建築学の融合による「換気向上プロジェクト」～ 

 

国立大学法人 電気通信大学（以下「電気通信大学」）i-パワードエネルギー・システム研究セ

ンター 横川 慎二教授と国立大学法人 東京大学（以下「東京大学」）生産技術研究所 野城 智也 

教授の研究チームが、令和 3 年 4 月より「地域参加による換気の可視化～向上プロジェクト」（以

下、「換気向上プロジェクト」）を開始します。本事業は令和 3 年度「東京都と大学との共同事業」

に決定され、東京都政策企画局の支援を受け実施するものです。 

 

記 

 事 業 主 体     電気通信大学、東京大学 

 事 業 名  地域参加による換気の可視化～向上プロジェクト 

 事 業 期 間  令和３年４月～令和４年３月 

 研究代表者  電気通信大学 i-パワードエネルギー・システム研究センター 

       教授 横川 慎二 

 共同研究者  電気通信大学 産学官連携センター 特任准教授 石垣 陽 

東京大学 生産技術研究所 教授 野城 智也 

以上 

 

【背景】 

今回決定された令和 3 年度「東京都と大学との共同事業」は、東京都の行政課題解決や未来創

出に向けた施策の推進に資する研究や事業を、都内の大学が共同で実施するものです。「換気向上

プロジェクト」は、東京都が目指す「都市の機能をさらに高める戦略」「地域特性に応じたスマー

ニュースリリース 



トなまちづくりの展開」に裨益すべく立ち上げられました。 

 

【具体的な内容】 

新型コロナウイルスのマイクロ飛沫による感染拡大予防のためには、オフィス、学校、公共施

設、飲食・娯楽施設など多くの利用者が集う環境において、「換気の悪い密閉空間」を避ける対策

を講じることが不可欠であり、その一つとして店舗や事業所内の二酸化炭素（CO2）の濃度をリ

アルタイムに計測し、可視化することで、室内の換気状態を良好な状態に保つことが重要だとさ

れています。 

しかし、都内の建物では現在、換気能力の良い場所と悪い場所の格差（以下、「換気格差」）が

広がっています。そこで本プロジェクトでは、①換気が良好な事業所・店舗等を積極的に発信す

る地図サイト「TOKYO 換気良好マップ」、②換気の悪い事業所オーナーや家庭に対して改善のた

めの情報・ノウハウを発信・共有するソーシャルメディアサイト「換気向上 SNS」、③上述の２つ

のサービスを支えるため、誰もが CO2 濃度を測定して可視化・分析できるメーカーフリーの IoT

ゲートウェイ装置「CO2 ハブ」の３つを研究開発し、ポータルサイトを通じて都民に試験提供す

ることで、換気格差を解消するためのシステム・サービスの有効性を検証します。 

これまで電気通信大学では CO2 センサを活用した新しい入学式（参考リンク１）や舞台演出

（参考リンク２）を実践してきました。これらの IoT 技術に加え、Web やソーシャルメディアで

の情報共有により換気改善のための知識やノウハウを共有するコミュニティづくりを進めます。 

東京大学 生産技術研究所の野城研究室では「空気の品質」も不動産価値の一つとして定義し、

「環境不動産」という概念を打ち立ててきました。本プロジェクトでは建築学の専門家としてシ

ステム構築やソーシャルメディア上でのファシリテーションを支援します。 

 

【期待される効果と今後の予定】 

新しい生活様式では「換気の悪い密閉空間」を避けながら経済活動を続けることが求められ、

実効性・持続性ある換気向上はサステナブル・リカバリーに直結します。都内で換気格差が広が

る背景には、建物の物理的制約から換気設備が有効に作用しにくい場合や、そもそも、管理者・

オーナーの換気に関する知識が不十分であることが挙げられ、本事業によりＣＯ２濃度の見える

化を普及させ、換気の必要性、実効性に係わる意識を高めると共に、物理的条件の異なる各所に

おいても、都民一人一人の創意工夫を促すことが期待されます。 

今後はソーシャルメディアサイト「TOKYO 換気良好マップ」を社会実装し、換気対策を充実さ

せている店舗に顧客を誘導することで地域の活性化に貢献します。また「換気向上 SNS」を換気

が不十分な店舗・事業所・家庭向けに提供し、安心安全の新しい暮らしを追求するためのノウハ

ウが市民・商店主の間で共有され、専門家との議論を通じた科学的知識の獲得の元、自主的な換

気の改善により都市全体の安全化・活性化に貢献します。 



 

◆ 研究内容に関するお問い合わせ先、取材の申し込み先 

国立大学法人 電気通信大学 i-パワードエネルギー・システム研究センター 横川 慎二 

MAIL: yokogawa@uec.ac.jp 

 

◆ 電気通信大学へのお問い合わせ先 

国立大学法人 電気通信大学 総務企画課広報係 

TEL：042-443-5019 FAX：042-443-5887 MAIL: kouhou-k@office.uec.ac.jp 

 

◆ 東京大学 生産技術研究所へのお問い合わせ先 

国立大学法人 東京大学 生産技術研究所 広報室 

MAIL: pro@iis.u-tokyo.ac.jp 

 

◆補足 

 

（参考リンク１） 

コロナ禍における新たな入学式のスタイル～CO2 濃度の分布をリアルタイムで可視化～ 

https://www.uec.ac.jp/news/announcement/2021/20210329_3248.html 

 

（参考リンク２） 

地下ライブハウスでのマイクロ飛沫に配慮した 新たな 音楽イベント  

～CO2 濃度上昇を抑制する「サイレント換気タイム」を仮面女子と実証～ 

https://www.uec.ac.jp/news/announcement/2021/20210412_3289.html 
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